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1　はじめに
　新しい生命の誕生ということは人類が出現して以来続
けられてきた営みです。ただし，これを医学的に管理す
るようになったのは長い人類の歴史から見ればごく最近
のことと言えます。医学の進歩，そして医師により分娩
が管理されるようになった今でもやはり分娩の主体は産
婦であることには変わりありません。分娩が開始された
のを産婦が自覚し，はじめ不規則であった陣痛が時間の
経過とともに強くなりかつ又、規則的になります。ここ
において女性にとって分娩という精神的にも肉体的にも
最大の努力が払われます。産婦の感情は分娩の際の痛み
や不安感の起こり方に強く影響するとともに，陣痛尚又
は分娩室という特別な雰囲気と医師・助産婦の監視のも
とにお産をするという産婦の心理に対しては十分配慮す
ることが大切となります。
　そこで，当産院において考えてみました。当産院では，
往々にして生理的な現象を経験するというよりも，むし
ろ外科手術の準備を思わせるような扱いが行なわれがち
です。最近のようπ病院分娩が増加してくると，病院の
陣痛室のあり方にもっと工夫があっても良いのではない
かと我々も，一女性として大いに：興味のあるところです。
　そこで，今回分娩環境の中でも特に陣痛室（待期室）
に的をしぼり，陣痛室における分娩進行中の産婦のニー
ドを把握し，陣痛室のあり方について考えるきっかけを
作り得ましたのでここに報告します。
III調査方法
（1）調査期間
　　　　昭和56年11月］6日～昭和57年1月中旬迄
　（2）調査対象
　　　　上記期間中に当院で分娩した褥婦
　　　　（但し，帝王切開術は除く）
　　　　対象人員：］50人
　（3）調査方法
　　　o産褥入院中にアンケートを配布し，退院迄に回
　　　　出する。
　　　o退院後の褥婦にアンケート用紙を郵送する。
IH　アンケート内容の検討
　（1）物的環境（物理的環境）
　　　　陣痛室（待期室）の備品
　　　　　○医療器具，照明，壁，装飾，清潔など
　（2）人的環境（精神的環境）
　　　　産婦に対する医師・助産婦・看護婦の態度
　　　　（言動）
　　　　　，
　　　　これらの環境因子の分析をする。
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　南病棟一階　発表者：清　水　愛　子
　　佐藤，吉田，大橋，山内，上野，高階，関口，
　　川上，栗田，駒場，対馬，佐野，望田，森本，
　　鶴田，伊藤，田中，伊沢
　はじめに
　当病棟における入院患者の中で，主とする整形外科の
疾患は頸椎，腰椎，関節に大別される。今迄は，入院中
の患者看護についてはいろいろ検討がなされてきたが，
退院後の日常生活指導までまゆき届かないのが現状であ
った。そこで，看護の立場から患者をみて退院後の日常
生活を不安なく円滑に送れるようにする。そのためには
患者が充分理解出来るような，パンフレットを作成しそ
れに基づいた指導をする必要性を感じた。
　今回当病棟va・一番多く，又，問題が多いとされる頸椎
疾患の退院指導をとりあげた。退院をひかえる患者の日
常生活状況，又，不安の有無とその具体的事項などをと．
りあげたアンケートをとり，患者個々の日常生活形態に
応じた，生活指導内容を作成し，適切な指導援助が行
われるように研究をすすめたので，ここに発表します。
　研究方法として，22名を対象にアンケートを送った。
そのうち12名（60％）の回収率を得ることができた。
　アンケートの内容として
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頸椎保持用装具について
日常生活について
退院後の運動，仕事範囲について
退院時において不安に思ったことについて
疾患に対して不安に：思ったことについてと大きく5
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